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三角形 ABCがDに含まれるとき、いずれの辺も
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0,20 ≦≦≦≦ である。 

三角形 ABCの面積は 
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ca  のとき 
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ca  のとき 0 ac であるから 1
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以上により、 S が最大になるのは 
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,0),0,2(),( のときで、最大値は1。……(答) 
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